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我々「風の子会」は今大きな危機に晒されています。

それは何か？と申しますと、 品川駅～田町駅間の山手線・京浜東北線の新駅建設計画と品川JR
駅周辺の再開発。その計画と共にかねてから港区で検討していた高輪橋架道橋と呼ばれる地下

道改修工事案を平成３２年に

オリンピック開催を控えてるという事もあり、本格的に

実行することが決定しました。その為、新地下道の出口に当たる高浜荘を取り壊す事になり、

それが現在の我々「風の子会」が直面している問題なのです。さて読者の中には「高浜荘はい

ったん壊して、別な場所に建て替える」とご存知の方も居られるかも知れません。ご存知の方

は「新高浜荘には入れないの？」と思うかも知れません。事実、カナルサイド高浜に入居して

いる別な障碍者施設は、移転先の新しいカナルサイド高浜に入居することが決まっています。

では何故風の子会だけが新高浜荘に入居出来ないのか？それは現在風の子会が借りている３階

部分は、港区では無く東京２３区が運営している組織が所有している場所で、たまたま空きが

ありそこを港区が借り受けたものを風の子会に又貸ししていただいており、新高浜荘では再び

港区が風の子会の為のスペ－スを借りることが出来ないとのこと。更に新高浜荘の建設は取り

壊してから数年後になるとのこと。そのため移転先を探しているのですが、車椅子の利用者が

多い風の子会の為の広いスペースをこの港区で探すのは大変難しく、更に前回風の子会高浜第

二実習所開設の際、実習所のある高浜荘近辺のマンションを借りようとした際、自治会から猛

反発を受けたという苦い経験もあり、現状移転先を探すのは大変困難な状況にあります。利用

者にとって「風の子会は大切な唯一の居場所だ 「風の子会のお陰で人生が変わった 「この。」 。」

場所を奪わないでほしい」などの声が上がっています。今いる利用者のためにも、これから風

の子会の仲間になる人のためにも長年この地で貢献してきたこの風の子会を無くしてはならな

いとそう実感しました。

そこで皆様にお願いがあります。我々の力だけではこの問題に立ち向かう力が不足しておりま

す。どうか皆様の知恵をお借りしたいと思います。不動産・法律・またこういった立ち退きを

経験された方少しでも宜しいので風の子会に情報をお寄せ下さい。小さな事でも構いません。

どうか読者の皆様我々にご協力お願い致します。

文責 風の子会職員：秋葉 博

＊これが問題の高輪橋架道橋。写真は高浜荘側の出口と高輪橋架道橋の内部

の写真。ここの改修工事案により今、危機に晒されています。（余談ですが通称タ

クシーの提灯殺しのガード下と呼ばれています。ある意味都内の有名スポットで

す。）

ひとりぼっちの障害者をなくそう！②
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認定特定非営利活動法人「風の子会」
２８年度賛助会ご加入のお願い

日頃、風の子会の活動にご理解、ご支援を頂きありがとうございます。

おかげさまで風の子会は 「一人ぼっちの障害者をなくそう」のスローガンのも、

と、活発な活動を続けております。皆様には心より感謝申し上げます。

さて，会報でもお知らせしておりますが、品川駅周辺地区における新たな都市

計画に伴ってカナルサイド高浜が取り壊されることになり、平成30年中ごろには

実習所を移転しなければならないことになってしまいました。移転先などについ

て区役所と話し合いを続けておりますが、公共の施設を借りられるめどはたって

おりません。民間の場所を借りなければならないとなると、家賃・駐車場代など

が大きな負担となり、まさに会の存続の危機となります。これに備え、できるだ

け資金を蓄えておくために賛助会会員の大幅な増加をお願いしたいと考えており

ます。

つきましては、現在の賛助会会員の方には引き続き賛助会にご加入いただけ

ますようお願いいたします。またお知り合いの方に新規の賛助会会員としてぜ

ひお誘いいただけますよう、よろしくお願いいたします。私たち一同、これから

も風の子会らしさを失わず頑張っていきたいと思いますので、皆様のご協力をよ

ろしくお願いいたします。

ご加入いただけます方は、同封の振込用紙をご利用いただくか、下記口座への

。 「 」お振込をお願いいたします 賛助会会員の方には風の子会の機関誌 風の子便り

をお送りし、会の活動をご報告いたします。

当会は認定NPOの認定を受けています。これは風の子会に寄付(賛助会費も寄

付となります)をして下さった方が、その分の税金の控除を受けられる、という

ことです。お渡しする認定NPOの領収書は、確定申告のときに税務署に提出し

ていただく必要がありますので、税金の控除を受けられる方は大切に保存してお

いて下さい。

※行き違いで賛助会費をすでに下さった方には二重のお知らせになってしまい申

し訳ありません。

賛助会費： 年間一口３，０００円以上お願いできれば幸いです。

郵便振込先： 「風の子会」 口座番号 00150-2-170884

銀行ご利用の方は、下記口座へお願いします。

銀行名： 三井住友銀行 三田通支店（店番号６２３）

口座名： 特定非営利活動法人 風の子会

口座番号： 普通 ６８６４４６０

問い合わせ先： 風の子会職員 岡本裕介（03-3474-9674）

平成２８年４月 特定非営利活動法人 風の子会

会長 花田 政國



２７年度賛助会費の結果報告

平成２７年度の賛助会のお願いに対しまして、たくさんの皆さまからの賛助会費

をいただきありがとうございました。平成２７年度の賛助会費の結果は、下記の

ようになりました。これからも風の子会をよろしくお願いいたします。

ご賛同くださった方 ７８ 名

， （ ）賛助会総額 ４５８ ０００ 円 平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

三月に入り工房の方は、内職が無かったということで普段通りの様子

でした。

ただ、一方の企画では締め切りまでの完成を目指し、会報の編集作

業に追われている様子でした。

３／１８日には、ロータリークラブの方が２名寄付を届けに御来所下さ

いました。本当に有り難うございました。

二月二十七日（土）午後一時～四時三十分まで、クラブ活動を行いました。僕たち

運動クラブでは、プールに入りに墨田区立スポーツセンターに行ってきました。本当は

足立区立総合スポーツセンターへ行く予定でしたが、道路事情により墨田区立スポー

ツセンターに変更となりました。今までにも何度も利用しているプールで、流れるプー

ルがあるところで、そこが魅力で、皆今回も楽しみました。それ以外のクラブでは、寿

司クラブは、チーズケーキを作ったそうです。ですが、あまり上手く作れなかったそうで

す。そして、声楽クラブは、ピアノの演奏に合わせて歌っていたそうです。次回のクラブ

活動は、三月二十六日（土）午後一時～四時三分までとなります。

田中 聡

ひとりぼっちの障害者をなくそう！④
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初詣に毎年みんなで行く事はとても良い事だと思いますが、そんなに遠くのお寺や神社に行く事

は無いと思いました。

風の子会の最大の取り組みである「障害者は外に出よう」は今年で３８年目という伝統的なもの

であり、その活動は是非続けて貰いたいです。しかし雨天の場合延期という事になっていたが、延

期では無く中止の方が良いと思います。代休については私個人的にはない方が良いと思います

が、職員の人数が少ないので何とも言えません！

幸 高史

今年も『障害者は外に出よう』の時季がやってまいりました。今年の『外に

出よう』は風の子主動で行ないます。前年までやっていた代表者委員会や

全体集会・ボランティアさんが障害者の自宅まで迎えに行って班で決めた

集合場所に行き、そこから班で動くという方法を止めて、風の子会の夕

会で決めた集合場所と目的地に参加者全員で行くという方法を執りま

す。日程は５月２２日（日）に決定しました。詳細は次号の会報やチラシで

お知らせします。

行事委員 三木 直人

四月十三日（水） イチゴ狩り

四月二十七日（水） 運営委員会

五月二十二日（日） 障害者は外に出よう（代休有り）

⑤ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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今年も『障害者は外に出よう』の時季がやってまいりました。今年の『外に

出よう』は風の子主動で行ないます。前年までやっていた代表者委員会や

全体集会・ボランティアさんが障害者の自宅まで迎えに行って班で決めた

集合場所に行き、そこから班で動くという方法を止めて、風の子会の夕

会で決めた集合場所と目的地に参加者全員で行くという方法を執りま

す。日程は５月２２日（日）に決定しました。詳細は次号の会報やチラシで

お知らせします。

行事委員 三木 直人

四月十三日（水） イチゴ狩り

四月二十七日（水） 運営委員会

五月二十二日（日） 障碍者は外に出よう（代休有り）

ひとりぼっちの障害者をなくそう！③

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年１月２１日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３８１０号 風の子便り



今までありがとうございました。

福島 基予子

安らかに眠って下さい。

矢島 邦章

僕と飯尾さんの二人でやっていたお

仕事が、楽しかった。

これから天国へ行っても風の子忘れ

ないでね。

朝生 孝之

飯尾さんがここでお仕事していたか

ら、天国ではゆっくり休んでくださ

い。

野田 広一

風の子来て、皆で楽しく過ごしまし

たね。

松本 成子

ご冥福をお祈りします。まだ一度も

お会いしておりませんが、あちらで

お元気で。

森 杉

いつもほがらかで、色々笑わせてく

れて楽しいお姉さんでした。

長い間ありがとう。

青木 和代

突然の訃報で驚きました。あんなに元気な飯尾さん

がどうして亡くなってしまったのかと・・・。

今思うことは、安らかにお眠り下さい。沢山の思い出

をありがとうございました。

松本 恵司

芝作業所にいた頃、足で蹴りあいっこをよくしていた

のを思い出します。いつも明るい笑顔の飯尾さんでし

たね。むこうに行ってもその明るい笑顔でイケメンを

追いかけて下さい。

小野塚 航

工房と企画というなかなか接する機会がもともと

ない上に休憩時間も工房の部屋に行かない僕だったの

であまり関われずに居ましたが、食事の時間や行事な

どで飯尾さんが居るとその場が明るく賑やかになって

いたのを思い出します。

天国でも賑やかに楽しく過ごせるよう、願っていま

す。

田村 亮彦

飯尾直美さんへ

飯尾さんは１０年以上も風の子会に通所し、水曜、土

曜の週２回参加されて居たんですね！

私は他の曜日に通所していた為、なかなかお会いする

機会が無かったが、風の子会の総会や行事などでお会

いした事が有ります。印象に残ったのは、旅行の時、

私より重度の障害を背負っていても、頑張って活動し

ている姿に改めて感動しました。その貴方が死去しと

ても残念です。葬儀には参加できませんでしたが、そ

の前日、飯尾さんに会いに行きました。その時、最初

で最後の化粧した姿がとてもきれいでした。

幸 高史

、 。私自身突然の訃報で 驚いています

生前は大変お世話になりました。風

の子から飯尾さんが居なくなったの

はとても残念です。これからは天国

で、ゆっくり休んでください。今ま

でお疲れ様でした。

和栗 顕太郎

天国でも風の子の事忘れないでください。

掛橋 竜也

ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑥
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直ちゃん貴女は私よりも十歳も若いのにとても残念です。あなたと私が所属している部が違う

んで、お昼休みの時も遠くに離れ離れになって話す機会がなかったですよね。私はあなたの側

に行って少しお話でもしようかな？と思ってました。それもできなくなってしまいましたね。

ごめんね直ちゃん・・・。もう何年後か何十年後かにちいちゃんと三人で思いっきり風の子会

の話をしましょうね。それまで安らかにお眠りください。約束よ・・・。

太田 圭子

飯尾直美さん １５年間在籍していたんですね 飯尾直美さんの思い出といえば 数年程前 み、 。 、 「

んなと集う歌と踊り」のワンコーナーで各施設から一人選ばれる詩の朗読のコーナーがありま

す。飯尾さんの作品が２回選ばれた記憶があります、１度目は父親についてでギャンブル好き

だったこと、２度目は妹さんへ感謝の言葉を添えた飯尾さんなりの毒舌というか皮肉を織り交

ぜながらも感謝の言葉を添えた詩でした。印象は、決して他人の悪口は言わず笑顔の絶えない

人でした。そしてなによりも風の子へ来るといつも職員に突っ込んでいました。もうあの笑顔

が観られないと思うと・・・残念ですし悲しいです。あまりにもはやすぎる６４年の人生に幕

を閉じてしまいましたがご冥福をお祈りします。

三木 直人

僕と飯尾さんとは、十五年ほど前芝実習所で出会いました。手が不自由で緊張も強く足を器用

に使い、頭をかいてみたり作業も起用に足の指を使って行っていました。僕とも仲良くさせて

いただいき、面白いことばかりしていました。直美さんは職員の皆や、メンバーの皆たちに仲

良くする努力を忘れずにしていた印象です。ですから天国に行っても、風の子の皆を見守って

いて下さい。そして、天国にいる真部さんや佐久間君によろしくね。 合掌

田中 聡

直美ちゃんあえて名字は使いません。だって、直美ちゃんは、僕の母を知っている仲だからで

す。あなたも、お父様が僕の母と知り合いで、貴方の会の旅行に母よく行ったものでしたね？

その直美ちゃんが風の子会に入って、もう４～５年になるでしょうか・・・。その直美ちゃん

が亡くなるなんて僕は信じられません。いつも僕とふざけあってた仲でしたね。そのあなたが

居なくなっちゃって相当僕はショックです。けれどもこればかりはどうにもできませんね。う

ちの母と天国で仲良く過ごしてください。その内、何十年か経つ頃には僕も同じ天国に行きま

すから、その時はよろしくね・・・。直美ちゃん永久に・・・。

太田 稔

ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑦
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風の子便り連載 岡本 明

バリアフリーよもやま話 第48回 「手話の方言」

手話は世界共通で、世界中どこでも通じるのだろうという誤解がかなりありますが、実はそうでは

なく、世界各国にそれぞれの手話があるということは以前もこの連載でお話ししました。手話は耳の

不自由な人の「言語」です。言語である以上、文化と切り離せないもので、当然、その地それぞれ

の文化と密接に結び付いたものになります。

しかし、違う手話同士ではまったく通じないかというと、そうでもないようです。ずっと前のことです

が、聴覚障害の学生のアメリカ研修旅行の引率したことがあります。そのある晩、日本から行った1

5人ほどの学生とアメリカの聴覚障害の学生の懇親会がありました。お互いに相手の国の手話は知

りません。でも自分の国の手話で好き勝手に話し、それで楽しそうに笑い合っているのです。私は早

々にホテルの部屋へ戻って寝てしまいましたが、学生たちは何と明け方まで話していたそうです。

「相手の手話が分かったのか？」と後で聞いてみると、「いや、あまり分からないけど、言いたいこと

は分かって楽しかった」というのです。

もうひとつ例を挙げると、新宿にある「ふさお」という串揚げ居酒屋は、店主夫妻がろうの方で、

聴覚障害の方がたくさん集まり、店の中は手話が飛び交っています。もちろん聞こえる客もいて、た

とえ手話ができなくてもいろいろ工夫してみんなと話をしています。ときには外国のろうの観光客も

飛び込んできますが、お互いの国の手話で結構コミュニケーションできているようです。

たしかに、たとえ単語が分からなくても、言いたいことをジェスチャーなどで伝えることはできま

す。また、ここでは詳しくは説明しませんが、手話にはCL（classifier：類別詞）という表現法があり、

単語そのものではなくいろいろ動作を示すことで意味を伝えることができますから、声で話すよりは

お互い通じやすいかもしれません。

さて、手話が言語である以上、方言もあり、地方によって単語表現が違うものがあります。たとえ

ば「名前」という手話単語は、図のように、関西地方では名札の形から、関東地方では拇印を押す

しぐさから作られたものです。「水」も関東では水が流れる

様子か蛇口をひねる様子を、関西では水を手ですくって

飲む様子を表します。これは「モー」と鳴く動物を東京で

は「牛」を東北では「べこ」と言うようなものですね。

しかし、方言と言っても、このように単語表現の違いが

主で、アクセントや訛り、「ばい」、「じゃけん」、「ずら」とい

うような独特の語尾の変形は手話では無いようです。ま

た、東北地方では寒いので会話も「どさ？（どこへ行く

の？）」「湯さ（風呂屋へ行くんだ）」のように簡潔になると

いう話がありますが、寒いので手話も短くなるのかという

と、そういうことも無いようです。

現在、「手話言語法」の制定の動きが進められていま

す。また多くの自治体で「手話言語条例」が制定されてきています。これからも手話はいきいきとし

た言語として広く普及していくことでしょう。

「名前」の手話

関西 関東
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通
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お
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。

太
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稔

僕
と
彼
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と
時
々
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の
家
族

彼
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は
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の
や
る
気
や
根
性
の
姿
を
見

て
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手
作
り
の
お
守
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を
作
っ
て
く
れ
た
り
、

僕
は
特
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支
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し
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強
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し
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、
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を
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く
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ま
し
た
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。
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。
そ
の
理
由
は
『
高
校
を
二
回
卒
業
は

出
来
な
い
！
ど
う
し
て
も
と
言
う
の
で
あ
れ

ば
、
こ
の
学
校
を
中
退
し
て
く
れ
！
も
し
く

は
落
第
だ
』
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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風の子会では、毎月最終土曜日にクラブ活動を行っています。

運動部、料理部、手芸部、読書部などメンバーそれぞれがやりたい活動を

しています。

そこで一緒に活動に参加してくれるボランティアさんを募集します。

メンバーと一緒にクラブ活動に参加してみませんか？

詳細は風の子会までお問い合わせください。

次回のクラブ活動は４月３０日（土）１３時から（仮）です！

皆様のご参加お待ちしております！

風の子会メンバー一同

TEL：０３－３４７４－９６７４

よろしくお願いします！

賛助会・寄付にご賛同下さった方
小久保 薫様

恵美 智子様

東京赤坂ロータリークラブ様
皆様本当にありがとうございました。

ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑩

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２０１６年５月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第６７３７号 風の子便り



風の子さんへの一言。私は２０１０年の９月に風の子さんに入りました。

大好きなパソコンで風の子便りを描いています。風の子さんには城南養護学校の松本さん

と田中さんがいます。私は先輩達の面倒を見ます。 私は毎週水曜日と土曜日に来ます。

わたしの笑顔で皆さんを癒します。よろしくお願いします。

柳川 敬事

風の子と関わりはじめて１３年が経つ。初めの頃は一メンバーとして行事や企画の作業を楽

しむだけだった。その後運営委員会や総務に加わり、会の構造や組織のあり方を学ぶ機会も

増えていった。職員の内輪話も徐々に聞く機会が増え、ボランティアとの飲む機会もできてい

くにつれて、メンバー、ボランティア、職員の有り様も僕なりにわかってきた。

風の子は、メンバーの「こうしたいんだ！」という声が出発点になって動き始める会のはず

だ。けれども今のメンバーにはそういった声が少なすぎる気がする。ベテランメンバーは年を取

りすぎてしまったし、若手メンバーは積極性に欠けている。声なきメンバーを職員が必死に支

えているという現状はある意味とても危機的だ。

誰かが、「こうしたいんだ！」と声高に叫ばなければならない。叫べば、きっと何かが変わる

だろう。変化を恐れ、今まで通りを望んでいては疲弊しきってしまい、いつか組織が崩壊してし

まうかもしれない。現状維持を願い、その結果衰退してしまうのならそれも仕方ないのかもし

れない。ただそれでも、明日明後日、未来の風の子を構築していきたいと思うのなら、黙って

座っているだけではもういられないはずだ。

誰かが、「こうしたいんだ！」と声高に叫ばなければならない。

小野塚 航

風の子会に入る前は、いくつもの会に入っていました。けれども僕は、どの会もつまらなかっ

たです。そのつまらなさを救ってくれたのは、事務局長の井出さんでした。僕は井出さんに

「今度港区でこういう会を始めようと思うんだけど太田さんはどうする？」と言われました。

（その頃はまだダンナとは呼ばれていなかったのです。）つまらなかった理由は、役員をやらせ

て貰えなかったからです。その僕が風の子会に入ると、井出さんが僕に積極的に頼んでくれ

るようになりました。だから僕は、生き甲斐を感じるようになったのです。僕は涙が出るほど

嬉しいのです。勿論風の子会が僕の友達なのです。これからも僕は風の子会を愛し続けるで

しょう。語り出したらキリがないので、これぐらいにしておきますが僕から風の会を取ったら

ば、何も残らないんじゃないか？と思います。完全な風の子バカです。これからも死ぬまで風

の子会を愛してゆくつもりです。よろしくお願いします。

太田 稔

ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑪
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風の子会に入る前は、いくつもの会に入っていました。けれども僕
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今年の夏に、リオルジャネーロオリンピック・パ
ラリンピックが開催されます。今から楽しみです
ね！？そして、いよいよ四年後には、東京オリン
ピック・パラリンピックが行われます。本当に開催
が出来るのでしょうか。エンブレムの問題や、競
技場の建設問題など解決は出来たのでしょう
か。それにより、都市開発でここのカナルサイド
高浜が取り壊されてしまいます。それによって、
風の子会も遺伝をしなければならなくなり、本当
に風の子のみんなが迷っています。皆さんのご協
力をよろしくお願いします。

田中 聡

数
ヶ
月
前
に
僕
は
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
と
言
い
ま

し
て
も
、
単
純
な
双
六
の
よ
う
に
運
だ
け
に
よ
る
ゲ
ー
ム
で
も
、
囲
碁
や
将
棋
の
よ
う
な
運
の

要
素
を
排
除
し
た
ゲ
ー
ム
で
も
な
い
所
謂
ド
イ
ツ
ゲ
ー
ム
を
主
に
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
今
は
僕
と
職
員
の
二
人
し
か
部
員
が
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
で
な
く
、
一
対
戦
相
手
と
し
て
遊
び
に
来
て
頂
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。
色
ん
な
種
類
の
ゲ
ー
ム
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

田
村

亮
彦

僕は２０年近くＦ１中継を観ているのだが、数年前に地上
、 、波放送がなくなり 去年限りでＢＳ放送もなくなってしまい

今年からはＣＳ放送のみとなってしまった。ここ数年視聴率
低迷が続いたせいで業績悪化が噂されるフジテレビが、高額
な放映権料を要求してくるＦＯＭと折り合いがなかなかつか
、 。ず ＣＳ有料放送のみという契約でなんとかおさまったのだ

最近のフジテレビはくだらないバラエティーばかりで本当に
つまらない。僕だけがそう感じているのならいいが、視聴率
をみてみるとそうでもないらしい。土曜のゴールデンタイム
でフジテレビのバラエティー番組がテレビ東京の旅番組に視
聴率で負けたことがあったらしい。８０年代から９０年代に
かけて飛ぶ鳥を落とす勢いだったフジテレビが今や崩落の一
途を辿っている。黄金期フジテレビファンの僕としては失望
感を禁じ得ない。日本にはコアなＦ１ファンは多くいると思
われるので、ＣＳ放送のみとなっても見る人は多いだろう。
今後フジテレビが更に悪化したとしても、Ｆ１中継を続けて
くれることを切に願う。

小野塚 航

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２０１６年５月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第６７３７号 風の子便り

ひとりぼっちの障害者をなくそう
特定非営利活動法人･風の子会

～定価４０円～
高浜生活実習所】編集人：【
生活介護、就労継続支援B型

〒108-0075
東京都港区港南１ー１ー２７ カナルサイド高浜３階
TEL 03(3474)9674 FAX 03(3474)9213

http://www.kazenokokai.or.jp/ホームページ：
http://kazenokokai.blogspot.comブログ：

発行人：障害者団体定期刊行物協会
東京都世田谷区砧６ー２６ー２１

企
画
編
集
メ
ン
バ
ー

太
田

圭
子

太
田

稔

小
野
塚

航

田
中

聡

田
村

亮
彦

塚
田

愛
基

松
本

恵
司

三
木

直
人

森

杉

柳
川

敬
事

幸

高
史

和
栗
顕
太
郎


	４月号表紙
	２ページ・・・移転問題
	●3ページ・・・賛助会
	●４ページ・・・賛助会・巻頭文
	●５ページ・・・活動報告・クラブ活動報告・夕会
	６ページ・・・外でよ、スケジュール
	●７ページ・・・追悼文
	●８ページ・・・追悼文
	●9ページ・・・岡本連載
	●10ページ・・・太田・田中連載
	●１１ページ・・・田村問題集
	●１２ページ・・・ボラ募集・寄付のお礼
	●１3ページ・・・虫めがね
	●１４ページ・・・虫めがね
	●１５ページ・・・解答
	●最終ページ・・・編集後記

